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学力と学習指議の関閣は学校教育の中心的~課題である。児童区生徒の学力向上というととは，い
つの時代で依りをの社会的斡背であ!>，父母の厳いでもあるう。背少年の学力を向上し，人総を開
発する‘ということは.科学技術の飛飽的に進歩する現代K$'いて，各国とも競って力を入れている
ととるであ1).それは一つの世界的な動向ともみられる。わが鼠f'Cj'，'いても，たびかさなる敏育課
程1・学習指導要領の改訂を経て，学力向主への努力は，行政商でも笑践函でも，たゆみ2まく糞剣κ
続けられている@と ζろが.本燥の実情をみると，関係者の努力にもかかわらず，毎年行なわれる
学カ務査でも全国水準を下まわ弓て沿9，とれが向上をほか!>，児窓生徒}人一人の学力をじ申う
ぶん伸ばし育てるととは.本県教育における現下の重大課題である。
当研究所では昭和S4年以来，学力向上のための学湾指導の敬鍾をテーマとして，会所員。共同
研究体制のもとK共同思考をかさね攻がら，主として小・中学校の全教科Vておたって実狂的1j:研究
を進めてきた。また， 36年度からは，全国教育研究所連盟でも，国語・社会.lr数数学・理科の
学力と学溜指導Kついての全国的1z共同研究を行なうようjrC1j:ヮたので，当研究所も積極的Kとの
4教科の共同研究K参加し，その縫進VC寄与している。
ととるで，児童室生徒の理解カとか，思考力というものは，どのようにして伸び，その学力はどの
ようにして形成されてい〈ものであろうか。をた， flVC日K科学技術の躍進する現代K生きぬいて
い〈青少年1'(.どのような学力を.どV.l:うU亡して育ててい〈ととが望ましいのであろうか.とれ
は$ii;VC玄がゆ困難君主研究院胞である。われわれは総力をあげて，一歩でも二歩でも ζの問題解決
にせまる実証的1z研究を進めたいと念願し，単に街導技術上の問題や速効的1j:学力向上法ではな<. 
真K生きで働〈学力を形成してい〈基本的な学習指導法を確立したいと患う。
との総要は，昨年度。研究紀要「児滋生徒の歴史理解とその指滋 (1)JVC引き続き，授業分析
の観点、と方法VC関する理論的研究をまとめたものである。投辛子かたCど批判をいただければ君事いで
ある。
.;i.t.， I との研究は，それぞれ研究協力学校の絶大な協力のもとに行なったもので，学校長はじめ，
直接間接trC協力していただいた職員各位，ならびに兇重量生徒諸子K対しても心必sら深〈感謝の主主を
3更するしだいである。
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